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総会; 20200222; 京都. 
 
章雯, 大平哲也, 坪井聡, 舟久保徳美, 岡崎可奈子, 中野裕紀, 林史和. 震災被災者における栄養状態と2年

後の生活習慣病の有病リスクとの関連について. 第30回日本疫学会学術総会; 20200222; 京都. 
 
中野裕紀, 前田正治, 針金まゆみ, 水木理恵, 村上道夫, 大平哲也, 矢部博興, 安村誠司, 神谷研二. ここ

ろの健康度・生活習慣に関する調査におけるインターネット調査による回答群の特徴：福島県県民健康調査. 第30
回日本疫学会学術総会; 20200222; 京都. 
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林史和, 大平哲也, 中野裕紀, 岡崎可奈子, 針金まゆみ, 安村誠司, 前田正治, 高橋敦史, 矢部博興, 鈴木

友理子, 神谷研二. 高齢者における東日本大震災後の骨折の頻度に関連する危険因子についての検討：福島県県

民健康調査. 第30回日本疫学会学術総会; 20200222; 京都. 
 
松本佳子, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 水沼廣, 伊藤祐子, 志村浩己, 鈴木眞一. CNB
の適応と実際. 第44回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200405-06; 誌上. 
 
善方美千子, 岡部聡子, 亀田明美, 伊藤慎也, 後藤あや. 小学生の食選択力の育成. 第72回日本家政学会大会

研究発表; 20200529; 高崎. 日本家政学会大会研究発表要旨集. 72:51. 
 
岩舘学, 松本佳子, 鈴木聡, 水沼廣, 光武範吏, 山下俊一, 鈴木眞一. 小児・若年者甲状腺がんと成人甲状腺

がんの臨床像の相違. 第93回 日本内分泌学会学術総会; 20200604-06; Web. 日本内分泌学会雑誌. 96(1):170. 
 
岡崎可奈子, 大平哲也, 坂井晃, 中野裕紀, 林史和, 長尾匡則, 安村誠司, 大戸斉, 神谷研二. 東日本大震災

後5年間におけるメタボリックシンドローム発症に及ぼす避難の影響（3地域比較）. 第69回東北公衆衛生学会; 
20200717; 青森. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 塩功貴, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 鈴木眞一. 網羅的遺伝子発現プ

ロファイルを用いた甲状腺濾胞癌マーカーの解析. 第120回日本外科学会定期学術集会; 20200813-15; Web. 
 
松本佳子, 塩功貴, 長谷川翔, 鈴木聡, 岩舘学, 角田ますみ, 赤間孝典, 鈴木眞一. 内分泌外科領域における

遺伝性腫瘍に対するチーム医療. 第26回日本遺伝性腫瘍学会学術集会; 20200821-31; Web. 
 
塩功貴, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. 血漿交換療法が奏功した甲状

腺クリーゼの1例. 第32回日本内分泌外科学会総会; 20200917-18; Web/誌上. 日本内分泌外科学会雑誌. 37(増刊

1):S150. 
 
松本佳子, 塩功貴, 長谷川翔, 鈴木聡, 中野恵一, 岩舘学, 水沼廣, 鈴木眞一. 当科における甲状腺良性結節

の手術適応についての検討. 第32回日本内分泌外科学会総会; 20200917-18; Web/誌上. 
 
松本佳子, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 水沼廣, 伊藤祐子, 志村浩己, 鈴木眞一. CNB
の適応と実際. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-20; Web. 
 
舟久保徳美, 長尾匡則, 閻芳域, 江口依里, 朴鐘旭, 村上晴香, 細見晃司, 水口賢司, 國澤純, 磯博康, 大
平哲也. 秋田県の住民における腸内細菌、食習慣や疲労感と排便の臭いとの関連についてのアーユルヴェーダ的検

討. 第42回日本アーユルヴェーダ学会大阪研究総会; 202010; Web. 
 
岡崎可奈子, 大平哲也, 坂井晃, 中野裕紀, 林史和, 長尾匡則, 安村誠司, 神谷研二. 東日本大震災後5年間

における生活習慣病発症に及ぼす避難の影響. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
長尾匡則, 大平哲也, 中野裕紀, 林史和, 岡崎可奈子, 坂井晃, 前田正治, 矢部博興, 安村誠司, 神谷研二. 
東日本大震災後の肥満発生に対するリスク要因の探索 福島県「県民健康調査」. 第79回日本公衆衛生学会総会; 
20201020-22; Web. 
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中野裕紀, 江口依里, 舟久保徳美, 林史和, 長尾匡則, 大平哲也. 福島県における東日本大震災の震災前後の

喫煙状況 NDBデータの解析から. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
二階堂雄平, 江口依里, 中野裕紀, 大平哲也. 東日本大震災による福島市への避難者における疾患構成の分析. 
第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
林史和, 大平哲也, 中野裕紀, 長尾匡則, 岡崎可奈子, 針金まゆみ, 高橋敦史, 坂井晃, 前田正治, 矢部博

興, 鈴木友理子, 安村誠司, 神谷研二. 震災後の脂質異常の発症と心理社会学的要因との関連 福島県県民健康

調査. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
舟久保徳美, 江口依里, 岡崎可奈子, 西間木ます子, 林史和, 長尾匡則, 中野裕紀, 大平哲也. 福島県の避

難区域住民における食事・社会活動とフレイルとの関連. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
堀越直子, 前田正治, 岩佐一, 桃井真帆, 後藤紗織, 針金まゆみ, 安村誠司. 相談先のない被災者の特徴およ

び関連要因：福島県「県民健康調査」. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
中野裕紀, 後藤あや, 大葉隆, 吉田和樹, ケネスノレット, 村上道夫, 大平哲也, 熊谷敦史, 谷川攻一. 福
島県における帰還住民のための健康支援アプリケーション開発プロジェクト. 第40回医療情報学連合大会（第21
回医療情報学会学術大会）; 20201119-22; Web(静岡). 
 
岩舘学, 光武範吏, 松本佳子, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 山谷幸恵, 斎藤勝治, 鈴木

眞一. 甲状腺癌におけるBRAFV600E変異検出のための免疫組織学染色の有用性について. 第63回日本甲状腺学

会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
塩功貴, 松本佳子, 尾崎章彦, 鈴木聡, 岩舘学, 鈴木眞一. 乳頭癌と髄様癌を偶発的に認めた甲状腺癌の1手

術症例. 第63回日本甲状腺学会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
松本佳子, 塩功貴, 中野恵一, 鈴木聡, 岩舘学, 武藤淳, 鈴木眞一. 甲状腺クリーゼを繰り返し、ドクターヘ

リにて2度搬送されたバセドウ病の2例. 第63回日本甲状腺学会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
水木理恵, 押川瑠依, 照井久美子, 田村渉悟, 伊藤正子, 諸田和樹. 児童養護施設におけるグループスーパー

ビジョン実施の試み. 日本子ども虐待防止学会第26回学術集会いしかわ金沢大会; 20201128-29; 金沢. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 塩功貴, 鈴木聡, 中野恵一, 鈴木眞一. Bモード、血流、硬さの指標を用いたス

コア化解析による甲状腺濾胞性腫瘍の鑑別. 日本超音波医学会第93回学術集会; 20201201-03; Web. 
 
鈴木眞一, 松本佳子, 長谷川翔, 大河内千代, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 水沼廣. 甲状

腺結節の術前鑑別診断における shear wave elastographyの有用性. 日本超音波医学会第93回学術集会; 
20201201-03; Web. 
 
松本佳子, 長谷川翔, 中野恵一, 鈴木聡, 岩舘学, 鈴木眞一. 転移性甲状腺腫瘍の2例. 日本超音波医学会第

93回学術集会; 20201201-03; Web. 
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〔シンポジウム〕 
 
Goto A. Japan’s Response to COVID-19 at the community level. Panel: Japan’s Response to COVID-19 (Edwin 
O. Reischauer Institute of Japanese Studies. U.S.-Japan Relations Seminar Series); 20201014; 
Web(Cambridge, USA). 
 
Shimura H. Diagnosis of pediatric thyroid cancer. 16th International Thyroid Congress; 20201216-20; 
Web(Xian, China). 
 
志村浩己. 小児・若年者における甲状腺がんの特徴と甲状腺結節の取り扱い 甲状腺検査における結節の取扱い. 
第2回福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター主催国際シンポジウム; 20200202-03; 福島. 
 
岩舘学, 志村浩己, 鈴木眞一. 甲状腺結節血流評価の多施設研究. 第44回日本甲状腺超音波医学会学術集会; 
20200404-05; 奈良. 
 
志村浩己. 痛みを伴う甲状腺疾患 オーバービューと甲状腺嚢胞による疼痛. 第44回日本甲状腺超音波医学会学

術集会; 20200404-05; 奈良. 
 
志村浩己. 日本乳腺甲状腺超音波医学会における甲状腺超音波ガイド下穿刺コーディネーター資格の創設. 第69
回日本医学検査学会; 20200905-06; 千葉. 
 
志村浩己. 甲状腺超音波ガイド下穿刺専門資格の概要. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-
20; Web. 乳腺甲状腺超音波医学. 9(4):80. 
 
松本佳子, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 水沼廣, 伊藤祐子, 志村浩己, 鈴木眞一. CNB
の適応と実際. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-20; Web. 
 
志村浩己. Current status of Thyroid Ultrasound Examination program: The Fukushima Health Management 
Survey. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; Web. 
 
志村浩己. Management of thyroid nodules in Thyroid Ultrasound Examination program: The Fukushima 
Health Survey. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
Nollet KE. Tohoku Tango～国際化活動～. 第117回日本輸血・細胞治療学会東北支部例会; 20200905-30; Web. 
 
志村浩己. 福島県県民健康調査「甲状腺検査」からみえてきた小児・若年者の結節性甲状腺疾患の実像. 第12回

神奈川臨床甲状腺研究会学術講演会; 20200129; 横浜. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 塩功貴, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. RET遺伝子変異部位からみた

MEN2手術の検討. 第32回日本内分泌外科学会総会; 20200917-18; Web/誌上. 日本内分泌外科学会雑誌. 37(増刊

1):S97. 
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志村浩己. 震災後10年を迎える福島県県民健康調査「甲状腺検査」の歩みと明らかになりつつある小児甲状腺が

んの実像. 第62回日本小児血液・がん学会学術集会; 20201120-22; Web. 
 
志村浩己. 震災後10年を迎える福島県県民健康調査「甲状腺検査」の現在と得られたエビデンス. 第25回日本生

殖内分泌学会学術集会; 20201212-25; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
志村浩己. 福島県県民健康調査「甲状腺検査」から見えてきた小児・若年者甲状腺結節性疾患の実像. 第13回静

岡東部内分泌・代謝疾患治療研究会; 20201112; Web. 
 
志村浩己. 超音波検査に基づく甲状腺腫瘍の診断. 第30回臨床内分泌代謝Update; 20201113-14; Web. 日本内分

泌学会雑誌. 96(2):487. 
 

その他の業績・作品等 

 
Nollet KE. 放射線医学県民健康管理センター「県民健康調査」検討委員会 県民健康調査実施状況・結果 英訳

公開. 20130401-継続中. Available from: http://kenko-kanri.jp/en/health-survey/document/ 
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論  文 

 
〔原 著〕 
 
Ma E, Ohira T, Sakai A, Yasumura S, Takahashi A, Kazama J, Shimabukuro M, Nakano H, Okazaki K, 
Maeda M, Yabe H, Suzuki Y, Kamiya K. Associations between Dietary Patterns and Cardiometabolic Risks in 
Japan: A Cross-Sectional Study from the Fukushima Health Management Survey, 2011-2015. Nutrients. 
202001; 12(1):129. 
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